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株式会社伊和起ゲージ

電気を使って駆動する装置は数多い。そうした装

置の動力源は、大半がモーターだ。モーターは回

転運動こそ得意だが(単独では直線方向に物を動

かすことはできない。回転運動を他の動きに変え

る機構と組み合わせないと、装置にできる動きは

限られてしまう.

そこで使われるのが、伊和起ゲージの作る「ボール

ねじJだⅢねじは普通、ナットと組み合わせて物を締

め付けるために使うもの。しかしボールねじは逆に、

ねじの軸上でナットを滑らせるために使用される。

ボールねじは、ねじ軸とナットの間にボールを挟

み、摩擦を大幅に減らした構造になっている。ね

じ軸を回転させると、ナットはねじ軸上を前後に動

くt,モーターの回転運動を、ナットの直線運動に

変えられるわけだ。しかもナットは、ねじ軸を回し

た分だけ進むわけだから、作業者の意図どおり、精

密に動かすことも可能になる。

そんな利点から、ボールねじはさまざまな製品・用途

に使われている。直接目に角虫れることは少ない状 製

造ラインで使われる回ボットのアームの動き、半導

体製造装置や工作機械の級密な位置決め、自動車

のステアリンク操作、電車のドアの開閉などは、ボー

ルねじのおかげで実現している動作なのだ。

高精度のモノづくりに使われるロボットや工作機

械、半導体製造装置などにも使われるだけに、

ボールねじには「ナットが正確かつ滑らかに動くJ

「動くときに振動しないJ「大きな音を出さないJ
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精密加工全般に応用

できる高い技術力から

生み出されるスロットル

ボディ。自動車エンジ

ンヘの吸入空気量を

制御するキャブレター

の中に組みこまれ、エ

ンジンの燃焼 効率を

高める部品。

想像していた工場像とは全然違う質問す
れば丁寧に教えてくれる親切な先輩ばかり

学生時代、大田区の工場見学をするイベントの担当をし

ていました。伊和起ゲージの社長と出会ったのは、そのイ
ベントを通じてのことでした。何度かやり取りをさせてぃた

だいて、それが縁で今、社長の下で働かせていただいて

お',ます。

伊和起ゲージの社内を初めて見たとき、自分の考えてい

た工場像とは全然違うと思いました。「厳しい職人がぃ

て、いつも張り詰めた雰囲気なのだろう」と考えていまし

たが、実際には規切な先輩ばかりで、こちらから分からな

いことを質問すると、T事 に教えてくださいます。

今の私は、技術の話をあまりできませんが、今後はもっと技

術の話にもついてぃけるようになりたいです。技術につい

ても理解することで、もっと多くの仕事を担当できるように

なって、会社の成長に貢献していきたいと考えています。

取引先が担当製品を追加注文 自分
の仕事が認められたようで、うれしかった

成形・研磨という加工を経てきた部品を組み合わせて、ボー

ルねじという製品に組み立てる工程を担当しています。

私が今担当しているのは、大国の注文を受けて製造して

いる製品です。同じ種類の製品を短期間で大量に作る

ことが求められます。たくさん作っているとどうしても、1～

2点は精度が不十分な製品が出てきてしまいがちです。

そのような製品を出さないように、気を引き締めて仕事に

取り組んでいます。

そうしたがんばりが認められたのか、お客様からは、「この

ポールねじを使った製品を増産するつもりだから、追加で

もっと納品してほしぃ」と追加注文いただけました。お客

様の求める納期 精度でボールねじを納められていない

と、当社に追加注文いただくことはなかったでしょう。自分
の仕事が認められたように感じて、うれしかったですね。陳さん

といった難しい要望が寄せられる。要望に応える

ために必要なのは、100o分 の1ミリ単位で寸法ど

おりに加工する技術力。しかも、直線や平面以上

に、円や曲面を加工するのは難しい。らせん状に

なっているねじ山の加工などは、至難のことだ。

「製品を丸く加工するだけでも難しいのに、さらに

らせん状にカロエしなくてはいけないわけですから、

言葉にできないほど難しい加工になっていま曳 専

門的な加工は市販の装置ではできませんから、独

自の専門装置を作りました。そのように、少しでも

精度が高いボールねじを効率的に作れるように工

夫していま曳

ボールねじを作る上で『ここが特に大事』という工

程はあ'サません。1枚1枚の紙を重ねて1冊のノートが

できるように、それぞれの工程の積み重ねの結合力

が品質に表れるので孔 どの工程の誰であっても、

少しでも手を抜くと、優れた製品には仕上がりませ

ん。ボールねじの製造は、チームワークが必要な仕

事なのです」(広瀬安宏代表取締役。以爪 同)

職場としての魅力

1000分の1ミリ単位の加工は長年にわたって培っ

てきた職人の技があってこそできることだ状 その

亀 ヶ谷 さん

技は以前、「見て覚える」ことで若い世代に伝えてき

た。しかし「今はそんな考えでは通用しなし」と考え

た広瀬代表取締役は、職人の技術をできる限り分
かりやすく伝えようと悪戦苦闘中。若手には東京都

や大田区が開く講座・研修に参加させるなどして、

より効率的に技術を覚えさせようと試みている。

「高い技術力も必要

になりますし、大変

な仕事だと思いま抗

それでも社員はみん

な、一生懸命に働い

てくれます。どの会社

と比べても、粘り強

くがんばれる社員が

そろっているところこ

そ、当社が一番自慢

できるところですね」

「
心
が
変
わ
れ
ば
…
…
」
、

真
摯
に
ひ
た
む
き
に

仕
事
と
向
き
合
っ
て
ほ
し
い

代
表
取
締
役

広
瀬
　
安
宏
さ
ん

「山
椒
は
小
粒
で
も

ぴ
り
り
と
手
い
」
と
言
い
ま
す
。

当

社
も
そ
の
よ
う
な
会
社
で
あ
り
た
い
で
す
。

「伊
和
起
ゲ
ー

ジ
に
頼
め
ば
、

同
業
の
大
手
と
比
べ
て
も
勝
る
と
も
劣

ら
な
い
製
品
が
届
く
」
と
幅
広
く
認
知
し
て
も
ら
う
こ

と
が
第
１
の
目
標
で
す
。

ボ
ー
ル
ね
じ
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
や
工
作
機
械
な
ど
、

工
場

に
必
要
な
装
置
に
欠
か
せ
な
い
製
品
で
す
。

新
果
国
は

安

い
人
件
費
を
生
か
し
て
人
海
戦
術
で
モ
ノ
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
は
、

そ
う
し

た
海
外
勢
に
価
格
面
で
大
き
な
差
を
付
け
ら
れ
な
い
た

め
に
、

ロ
ボ

ッ
ト
を
導
入
し
て
も
っ
と
製
造
ラ
イ
ン
の

自
働
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

当
社
が

製
造
し
て
い
る
ボ
ー
ル
ね
じ
は
、

今
後
も
必
要
と
さ
れ

る
は
ず
で
す
。

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
働
く
よ
う
に
な
る
と
、

仕
事
が

上
手
く
い
か
な
い
と
き
は
必
ず
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き

に
愚
痴
を
言
う
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

で
も
、愚

痴
を
言
っ

て
も
自
分
に
返
っ
て
く
る
だ
け
で
す
。

で
き
な
い
こ
と
を

真
摯
に
受
け
止
め
な
い
と
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

私
の
好
き
な
言
葉
と
し
て
「心
が
変
わ
れ
ば
、

態
度
が
変

わ
る
。

態
度
が
変
わ
れ
ば
、

行
動
が
変
わ
る
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
言
葉
の
よ
う
に
、

愚
痴
ば
か
り

一言
う
の
で
は
な
く

ま
す
は
自
分
の
心
（考
え
方
）を
ち
ょ
っ

と
変
え
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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